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看護部長　舘 　 美 加
　　阿南医療センターは、お陰様で令和６年５月１日に開院５周年を迎え
ました。地域の医療機関、関係機関のみなさま、そして地域の方々から様々
なご指導、ご支援を頂き感謝申し上げます。
　看護部では、５年という節目で看護部の理念を再考し、“看護を想像し
創造する”と致しました。向き合う相手が何を感じ必要としているのかを

考え想像し、その想像を看護という形に創造し実践する…そんな看護部を目指していきたいと
考えます。
　少子高齢化や人口減少、激流のような時代の流れ、多様性、働き方改革、DX化など、医療
を取り巻く状況は目まぐるしく変化しています。その中で私たち看護職は、誰のために、何の
ために、どう看護を創造するのか？変わらない専門職としての倫理観を基盤に、知識・技術・
感性を磨き、かつ柔軟な発想や思考で看護を創造していく必要があります。　
　そして、タスクシェアやシフトも含めた看護業務のスリム化や効率化、個人の事情に合わせ
選択できる多様な働き方の推進などに取り組んでいかねければならないと考えます。医師の働
き方改革と同様に、看護職の働き方改革も医療や看護の質の向上に寄与し、延いては、看護職
がやりがいを持ち働き続けられる職場作りにつながるものであると思います。
　患者さんや地域方々、そして職員からも選ばれる病院になれるよう取り組んでまいりますの
で、今後ともよろしくお願い申し上げます。
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阿南医療センター開院５周年
記念イベントの報告
　令和6年5月17日、阿南医療センター開院５周年記念イベントが開催されました。今年は年明け
から大きな災害があったこともあり、防災をテーマに行われました。
　講演会では当院職員による「能登半島地震の災害派遣」の報告と、徳島大学特命教授：中野晋先生
による「徳島を襲う南海トラフ地震に立ち向かう～県南部の被害予測と医療継続の課題～」と題した
特別講演①が行われ、多くの方々にご参加いただきました。また展示会場では、防災関連グッズ②や
非常食の試食会③の他、「看護の日」のイベント④も同時開催いたしました。 さらに屋外では、起震
車による地震体験⑤やキッチンカーによる販売も行われ、多くの方で賑いました。
　今回のイベントが、近い将来起こるとされている「南海トラフ地震にどのように備えれば良いのか」
を考える機会となりましたら幸いです。ご協力・ご参加いただいた皆様方、本当にありがとうござい
ました。尚、このイベントの様子は、病院ホームページでも御覧いただけます。
　また、当院の各部門を紹介したパネル⑥はもうしばらく展示する予定ですので、もしお時間があり
ましたら院内の売店前にてご覧ください。
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編集
後記 　心地のよい春はあっという間に

通り過ぎ、またジメジメと汗ばむ
季節となりました。
　急激な気候の変化に体調を崩し
たりなさらぬよう、皆様どうかお
気をつけください。

内　　科

岡
おか

本
もと

恵
やす

暢
のぶ

① 血液
② 食べ歩き
③ 地域に貢献でき
るよう尽力しま
す。

内　　科 小 児 科

佐
さ

藤
とう

宏
ひろ

紀
き

① 小児科・一般
② 買い物
③ 少しでもお力に
なれるよう頑張
ります。よろし
くお願い致しま
す。

小 児 科

整形外科

川
かわ

口
ぐち

真
しん

司
じ

① 肩関節
② ゴルフ
③ よろしくお願い
します。

整形外科 放射線科

宇
う

山
やま

直
なお

人
と

① 放射線科
② なし
③ 県南地域の医療
に貢献できる様
に尽力します。

新任医師紹介
① 特に専門とする分野　② 趣味　③ 自己ＰＲ① 特に専門とする分野　② 趣味　③ 自己ＰＲ

帽子にAMCのマーク
研修医の白衣

〝野球の町“阿南
胸に当院のシンボルマーク

卒後臨床研修施設
マスコット

阿南医療センター版
“すだち君”
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